まず始めに、マンタからの米軍基地の撤退、おめでとうございます。

そして、新憲法を採択し、その憲法の理念を実現すべく、ここに集まられた

皆さんが日々多大な努力をされていることに心より敬意を表します。

私は日本の沖縄という地域のことを例に挙げ、３つのことを訴えたいと思います。

１つ目は、被害者にならないために　基地にNO！　ということ。

２つ目は、加害者にならないために　基地にNO！　ということ。

３つ目は、世界中から基地をなくそう！　ということです。

沖縄には、米軍基地を置くことの見返りとして、沖縄振興のための資金が日本政府から公共投資という形で大量に投入されています。６０年以上も米軍基地が存続している沖縄は、

経済も基地に依存しており、１０年で米軍基地を撤退させたマンタとは同列で比較出来ない側面もありますが、共通する課題も多いと私は考えています。

まず、被害者にならないために　基地にNO！　ということについてお話します。

沖縄は日本の最南端にある島で、日本の総面積では0.6％を占めるに過ぎないにも関わらず、在日米軍基地の７５％が集中しています。米軍基地は沖縄本島の２０％を占めています。人口１３０万人の沖縄に２万７千人の米兵が駐留しています。しかも沖縄の米軍基地は、人口密集地のど真ん中にあり、たとえば嘉手納空軍基地は、嘉手納町の面積の８３％を占有し、１万数千人の町民は残る１７％の土地に押し込められています。住居も学校も病院も、滑走路から何百メートルも離れていない場所に、ひしめきあっています。大規模な米軍基地が、住宅や学校、病院などが密集した地域に存在しているため、沖縄には様々な基地問題が発生しています。航空機騒音問題、航空機事故、有害廃棄物による土壌・水の汚染、山林火災、赤土流出問題、原子力艦船の寄港、被弾事故、女性に対する暴行事件などはその一例です。アメリカのデイトン・デイリー・ニュース紙の調査によれば、海軍・海兵隊の性犯罪の数は、世界中の基地のなかで在日米軍基地が第一位だそうです。しかし犯罪を犯した米兵は特権によって守られています。公務中の事件、事故については、米軍地位協定によって、アメリカが第一次裁判権をもっています。この仕組みを利用して、様々な事件について、すぐに米軍が「公務中」の証明書を届けてくるなどの無法がまかり通っています。また、公務外の犯罪については、受入国、つまり日本が第一次裁判権を有しているのですが、日本が裁判権を行使した事件は３％に過ぎません。１９７２年の日本への復帰以降、沖縄では、米兵による殺人、強盗、強姦などの凶悪犯罪が約５千件も発生しています。

基地周辺の住民が被害者にならないために、私たちは基地にNO！と言いたいと思います。

２つ目は、加害者にならないために　基地にNO！　ということです。

第二次世界大戦後、戦争放棄を誓った憲法を持っていたがために、日本の軍隊が

直接海外の市民を殺すことはありませんでした。しかし、在日米軍基地を持つことで、

間接的に後方支援という形でアメリカの戦争に加担してきました。多大な被害者を出した

朝鮮戦争、ベトナム戦争は在日米軍基地なしには成立しなかったと言われます。最近では、

日本国憲法に違反するのですが、「人道支援」という名目でイラクにも「自衛隊」を派遣しました。このままでは、日本の「自衛隊」が他国の市民を直接殺害してしまう日も遠くありません。米軍はコロンビアの内戦に軍事介入し、かつてベトナム戦争でも使用した枯葉剤を使用しています。エクアドルの人々にとっては、米軍基地を維持することは、そのような不正義な戦争に加担することを意味していたと思います。在日米軍基地もまったく

同じことが言えます。

加害者にならないために　基地にNO！　ということを声高に訴えたいと思います。

３つ目は、世界中から基地をなくそう！　ということを訴えたいと思います。

現在、日米両政府は、沖縄の米海兵隊８千人とその家族９千人をグァムに移転することを検討しています。しかしアメリカ政府は海兵隊のグァム移転の前提として、沖縄宜野湾市の普天間飛行場の機能を同じく沖縄県の名護市のキャンプシュワブへの移転することを求めています。同じ沖縄内に基地機能を移転することは、私のような日本本土に暮らす日本市民にとって、在日米軍基地を沖縄の人々に押し付けることにかわりなく、道義的に許されないことです。また、海兵隊とその家族をグァムに移転することも、基地被害をグァムの先住民族チャモロの人々に押し付けることになります。グァムはかつで日本軍に占領され、１９４５年には日米の地上戦に巻き込まれ、多くの住民が亡くなったところです。沖縄では沖縄本島の５分の１を米軍基地が占めていますが、グァムは島の面積の３分の１を基地が占めています。グァムは米国とされているので、基地は自国の軍隊と考えることもできますが、先住民族のチャモロの視点に立てば、明らかに他民族に押し付けられた不当な基地です。グァムの先住民族の人権団体「チャモロ・ネーション」は基地機能のグァム移転に明確に反対の意思を示しています。ここにお集まりの皆さんは、マンタから米軍基地を撤退させ、さらにコロンビアからも米軍基地が撤退することを求めているのではないでしょうか！？　世界中から基地をなくすために、共に闘っていきましょう！

ムチャス・グラシアス。

